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SIMA ASEAN 展及びタイ農業工学研究所、
カモル・トラクタ会社訪問の報告

９月８日～１０日、タイ、バンコク、ＩＭＰＡＣＴエキシビション＆コンヴェンション・

センターで第２回ＳＩＭＡアセアン展が行われた（主催＝フランス見本市協会）。

新農林社は、ツアーを組んで参加し、あわせてタイ農業工学研究所、またタイのトラク

タ会社であるカモル・トラクタを訪問した。

以下にそのもようを報告する。

(株 )新農林社

代表取締役社長

岸田　義典

SIMA ASEAN 展
９月８日～１０日、タイ、バンコク、ＩＭＰＡＣ

Ｔエキシビション＆コンヴェンション・センターで

第２回ＳＩＭＡアセアン展が行われた（主催＝フラ

ンス見本市協会）。来場者数は４０か国からおよそ

１万３千人。出展は、２３か国から２１４社あり、

中国からの出展が最多であった。イタリアからはイ

タリア農機工業会が、フランスからもフランス農機

工業会が、韓国からはやはり韓国農機工業会が、台

湾からも台湾農機工業会が、それぞれ会員企業をま

とめて意欲的に出展していた。日本からは、( 株 )

クボタ、ヤンマー ( 株 )（ともに現地代理店を通じ

て）、( 株 ) 丸山製作所、( 株 ) やまびこ、松井ワル

ターシャイド(株)、フジイコーポレーション(株)、

（有）ミネ、( 株 ) フローラが参加した。会場の広

さは、屋内１万平方メートルであった。

同展でもっとも目を引いた機械は、カセサート大

学（Kasetsart University）の学生がデザインした

田植機だった。ポット苗をぽんぽんと投げて植える

もので、田植機というよりは苗撒き機といったほう

が適当かもしれない。まだプロトタイプの段階だっ

たが、非常に独創的な発想で、その土地土地ならで

はの農業機械の開発、発展という点でおおいに期待

の持てる展示だった。

第３回は、同会場で、2017 年９月７日～９日に

かけて開催される予定。

今回、新農林社は、ツアーを組んで参加。参加者

は、総勢１０名であった。ＳＩＭＡの展示会責任者

であるヴァレリー・ロブリー（Valerie LOBRY）氏

とインタビューしたがこれからＡＳＥＡＮの農機需

要が伸びて行くなかでじっくりと１０年先を見てこ

の展示会を育てて行くつもりであると述べた。筆者

はその他アグリテクニカやＥＩＭＡなどがアジアで

同種の展示会を企画しているが合理的な調整が必要

であると指摘した。会場には伸びる需要を反映し

て全体的に明るい雰囲気に包まれていた。タイ現地

メーカーのコンバインや自走防除機械など日本では

見られない出展もあった。

カセサート大学の田植機


